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論文内容  

本研究では「まともに」の意味と構文特徴，及びその位置付けについて考察した。 

『日本国語大辞典』などの辞書は「まとも」を見出し語としてその意味を説明している

が，その記述には検討すべき点があり，必ずしも「まともに」にも当てはまるとは限らな

いといった問題があるため，本研究ではコーパスから用例を収集し，実例に基づいて「ま

ともに」の意味と用法を分析した。 

現代日本語書き言葉均衡コーパスから用例を 868 例収集することができた。これに基づ

いて「まともに」の意味，及び否定との関係をについて検討した。その結果、「まともに」

の意味は，①人や物が物理的に正面から相対する，②間に隔たりがなく，直接に，③ほか

の言動を取らずに，そのまま，④事態が想定したように行われる，の四つに分類すること

ができること，意味①は「向き合う」や「見る」などの動詞の場合，意味②は「当たる」

など接触を表す動詞の場合，意味③は「たしなめる」などの意志性を持つ動詞の場合，意

味④は「考える」や「答える」などの動詞の場合，にそれぞれ明確に観察され，各意味は

「まともに」の修飾先の述語の特徴と緊密に関わっていること，また，修飾先の述語が肯

定形，否定形のいずれを取るかに関わらず，「まともに」が使用される文は全体的に否定と

の親和性が高いこと，の三点が明らかになった。 

「まともに」は意味④の場合，「ろくに」や「満足に」と，現実の事態が話し手の想定し

た基準との関係を表すという点で共通している。これらは話し手の想定した基準に関わる

副詞的な表現と位置付けることができると考えられる。ただし，これらの表現は意味や使

用が完全に一致しているわけではない。例えば，「まともに」と「ろくに」は意味的には，

「まともに」が事態の内容が話し手の想定した基準に接近していても，話し手の想定した

基準のだいぶ下でもよいのに対して，「ろくに」は事態の内容が話し手の想定した基準のだ

いぶ下であり，ゼロに近いという違いがある。また「まともに」は否定文だけでなく，疑

問文や仮定節にも現れるが，「ろくに」は否定文にしか現れない，というように否定との呼

応の仕方においても両者には違いがある。 

発表後，指摘を受けた通り，「まともに」には文脈で観察される意味より，さらに基本的

な意味（基本義）が存在し，その基本義が場面や述語の特徴によって変わるのではないか，

また、本研究で提示した四つの意味は具体的にどういう関係にあるのか，等々について考

察する課題が残されている。これらについては今後さらに検討したい。  
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